
 

  

子どもたちの体力は，文部科学省が小学校第５学年，中学校第２学年対象に行っている全国体力・運

動能力，運動習慣等調査（以下，全国体力テスト）報告書によると，近年，低下傾向に歯止めがかかり，

横ばいや種目によっては向上傾向にあるといわれているが，本市児童の体力は，多くの種目で全国平均

値を下回っている状況である。 本研究では，児童の体力向上に向けて，「運動遊びを学校生活に取り入

れる体力向上モデル」を基に，運動遊びの重要性を強調しながら運動の生活化・日常化についての実践

を行い，分析と考察を行った。    

 

第１章 体力，運動能力の現状と問題点 

第１節 学校体育の役割 

スポーツは，自発的な運動の楽しみを基調とす

る人類共通の文化であり，小学校体育科において

も，体を動かす楽しさや心地よさを味わいながら

生涯にわたって運動に親しむということが目標と

なっている。スポーツや運動の楽しさは，運動が

得意な児童だけのもの，あるいは，ある一定の力

がないと楽しめないものではない。スポーツ＝「す

る」とは限らず，それぞれの子に合ったスポーツ

の関わり方を認め，スポーツに関われるだけの資

質や能力を培う責任が学校体育にはある。 

 

第２節 体力，運動能力の現状             

京都市児童の体力テストの現状は，「全国体力

テスト」開始以降，ソフトボール投げ，握力など

が，近年，低下傾向にある。反対に，20ｍシャト

ルランは，近年向上しており，向上する種目，低

下する種目の二極化が進んでいる。反復横とびに

ついては，全国平均を大幅に下回っており，京都

市の大きな課題の一つである。 

 

第３節 体力低下と運動をしない子   

体力低下と叫ばれる原因として考えられるの

は，進んで運動をしない子の増加にある。身体を

動かす機会が少なければ，体力テストの数値も低

くなり，平均も下がっていく。また，体育授業を

除いた一週間の総運動時間と体力合計点には相関

関係があり，体育の授業以外に毎日 60 分以上の運

動をしている児童は，体力テストの合計点が高い

傾向となっている。部活動やスポーツクラブで活

動している子だけではなく，運動を「好きではな

い」「苦手だ」「やりたくない」と感じている子ど

もも楽しく体を動かすことのできる機会を確保す

るために何らかの取組が必要である。 

 

第２章 遊びの重要性 

第１節 楽しさを味わうことのできる遊び 

運動やスポーツが楽しくて夢中になる瞬間は，

「勝てるか，負けるか」「できるか，できないか」

といった状況に置かれているときである。「遊び」

は，この状況が常に流動的であり，運動やスポー

ツがもつ楽しさを十分に味わうことができる。「遊

び」であるからこそ，運動が得意な子も苦手な子

も自ら進んで行うことができる。また，小学校期

は，調整力の発達がめざましく，夢中に遊びを続

けることで，結果的に体力テストの数値も向上し

ていくことが期待できる。 

 

第２節 運動の生活化と運動の日常化 

図 1は，筆者が考えた「運動遊びを学校生活に

取り入れる体力向上モデル」である。 

 
図 1 運動遊びを学校生活に取り入れる体力向上モデル 

運動の生活化と日常化の取組を同時に進めて

いくことで，外遊びをする児童が増加すると考え

ている。更に，体力も向上し，運動やスポーツを

進んで実践していこうとする子が育つと考え，実

践を進めた。  
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第３章 運動の生活化，日常化の実践 

第１節 運動の生活化～授業実践～ 

（１）「体を使って外で遊ぼう」 

 本単元は，外遊びを行いながら,  体を動かす楽

しさや心地よさを味わったり，自分の体の状態に

気付いたり，体の調子を整えたり，仲間と交流す

ることの楽しさを感じたりすることをねらいとし

た。遊びと体力要素との関係を明らかにしながら，

調整力の向上につながるものを選んだ。また，中

間休みや昼休みに，児童だけで遊ぶことができる

ように，できるだけ道具に頼らず，児童自身の手

で準備が出来そうなものを選ぶようにした。その

ことにより，休み時間，単元で獲得した新しい遊

びで，多くの児童が元気に遊ぶ姿が見られるよう

になった。 

（２）「宝運びゲーム」 

 本単元は，学習指導要領の「2・3人で連携して，

相手（鬼）をかわしたり走り抜けたりすること」

という例示を，児童の立場からとらえ直し，より

楽しく，より工夫が生まれるように授業を組み立

てた。しっぽを使用することで，「取った取られた」

が明確になるとともに，しっぽを取るための技能

やしっぽを取られないための技能が必要となり，

より高度な動き

になると考えた。

ゲームを楽しむ

中で，図 2のよ

うな「フェイン

トをする」「急に

方向転換をする」

「一気にスピー 

ドを上げる」と

いう動きが自然 

と出てきた。このような動きは反復横とびの動き

の獲得にもつながると考えた。 

（３）「ハンドテニス」 

学習指導要領にあるボール運動のゴール型・ネ

ット型・ベースボール型をそのままの型で行うと，

休み時間に行うことが難しい。そこで，本単元は，

コーンとゴムがあれば準備できるハンドテニスを

計画した。ハンドテニスは，短時間でボール操作

がある程度習得できることが予想され，相手と勝

敗を競い合う魅力を十分に味わうことができるの

ではないかと考えた。また，ボールの落下点への

素早い動きが求められ，調整力の向上も期待でき

る。単元の最後には，味方とパスをつないで相手

コートへ返す作戦を使いながら，相手と楽しく得

点を競い合う姿が見られた。 

第２節 運動の日常化～運動環境整備～ 

より多くの児童が毎日のように運動に親しむ

ことができるようにするために，以下のような手

立てを考え，環境整備を行った。 

○ケンパゾーンの設置 

○誰でも使えるしっぽの準備 

○ゴムとびの技の掲示 

○遊びニュースの発行 

○ジャンプアップチャレンジカードの活用 

 

第４章 実践から見えてきたこと 

第１節 児童の変容 

実践の前後に児童へのアンケートを行った。こ

の結果，外遊びや運動に対して肯定的に感じる児

童が増加した。また，実践授業で取り扱った運動

やスポーツを，休み時間に行っている児童も増加

した。更に，実践の前後に体力テストを実施し，

調整力の変容を見たところ，実践した二学級とも

に向上していた。「運動遊びを学校生活に取り入れ

る体力向上モデル」に基づいて，運動の生活化と

運動の日常化の実践を進めてきた結果，以下のよ

うな仮説が得られた。 

・運動との豊かな出会いが実現する遊びの要素

を取り入れた授業は，外遊びを肯定的にとら

える児童を増加させるとともに，体力向上の

一助となる。 

・外遊びをうながす運動の日常化に向けた取組

は体力向上の一助となる。 

・運動のもつ楽しさを味わって，外遊びを意欲

的に実践している児童の増加は，生涯にわた

って運動やスポーツを進んで実践していこう

とする子の増加につながると考えられる。 

 

第２節 今後に向けて 

本研究では，学校教育現場における実践を行っ

てきた。しかし，子どもたちを取り巻く環境は，

日々社会情勢とともに変化している。子どもたち

の体力向上や生涯にわたって運動やスポーツを実

践していこうとする意欲を高めるという課題につ

いては，学校教育現場での取組だけでは解決して

いくことは難しく，家庭や地域との連携が重要で

ある。体力向上の継続的な取組をしている学校ほ

ど体力合計点が高い傾向にあるということも分か

っている。今後，子どもたちが楽しみながら，体

力の向上を実感できる授業とはどのようなもので

あるのか，また，学校と地域，家庭とが連携した

継続的な取組とはどのようなものであるのか，考

えていきたい。 

図 2 フェイントをかけて相手を

かわそうとしている様子 


